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野
　
崎
　
修
　
司

峯
　
島
　
和
　
彦

同
窓
吾
峰
会
長

前
同
窓
吾
峰
会
長

会
長
に
就
任
し
て

会
長
を
退
任
し
て

部
役
員
が
退
任
さ
れ
る
場
の
設

定
も
で
き
ず
、
後
か
ら
本
部
役

員
が
参
加
し
て
送
別
会
を
開
催

し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
私
が
同
窓
吾

峰
会
本
部
の
仕
事
に
携
わ
り
ま

し
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
た
平
成
二
十
三
年
か
ら

令
和
六
年
ま
で
の
十
四
年
間
で

し
た
。
庶
務
部
（
当
時
）
の
仕

事
を
中
心
に
新
設
し
た
事
務
局

次
長
の
職
を
頂
き
、
平
成
二
十

九
年
か
ら
は
事
務
局
長
と
し
て

千
葉
金
之
助
会
長
さ
ん
に
お
仕

え
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年

は
同
窓
吾
峰
会
が
創
立
１
３
０

り
ま
し
た
。

　

年
１
回
の
吾
峰
会
大
会
の
中

止
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
本
部
・
支

部
活
動
の
停
滞
等
々
、
多
く
の

課
題
を
抱
え
な
が
ら
の
船
出
と

な
り
ま
し
た
が
、
会
長
は
副
会

長
を
始
め
、
各
支
部
長
と
の
連

携
を
図
り
、
無
事
乗
り
切
ら
れ

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
終
息
後
も
、
支
部
活

動
の
活
性
化
、
会
員
減
少
へ
の

対
応
等
、
組
織
強
化
が
重
要
な

課
題
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な

周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
の
運

営
で
は
本
部
事
務
局
の
一
員
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
中
で
も
創
立
１
３
０
周

年
記
念
誌
「
吾
峰
会
１
３
０
年

の
あ
ゆ
み
」
の
発
刊
に
携
わ

り
、
記
念
誌
編
集
の
大
変
さ
と

達
成
感
と
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
六
年
度
に
は
本
会
創
立

１
４
０
周
年
（
令
和
九
年
）
の

記
念
版
と
し
て
本
会
の
会
員
名

簿
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
十
年

振
り
の
刊
行
で
し
た
が
、
本
部

の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
創
意

意
見
を
基
に
、
そ
の
対
策
と
し

て
10
年
毎
に
改
訂
さ
れ
る
「
会

員
名
簿
」
の
刊
行
、
県
外
同
窓

生
へ
の
会
報
「
吾
峰
」
の
購
読

調
査
及
び
発
送
等
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
並
行
し
て
20
年
ぶ
り

の
大
学
改
革
が
進
行
し
て
い
ま

し
た
。
人
間
発
達
文
化
学
類
か

ら
（
仮
称
）
教
育
学
部
へ
の
変

更
は
、
教
育
関
係
者
の
多
く
が

好
意
的
に
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。
峯
島
会
長
は
「
人
口
減
少

工
夫
し
、
協
力
し
合
っ
て
完
成

さ
せ
る
場
に
立
ち
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
会
員
名
簿
の
発

行
に
携
わ
ら
れ
た
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

す
で
に
ご
承
知
の
様
に
母
校

福
島
大
学
で
は
大
規
模
な
大
学

改
編
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
令
和
六
年
度
の
み
福
島
大
学

同
窓
会
（
全
学
同
窓
会
）
の
会

長
職
を
兼
任
し
、
大
学
へ
の
要

望
や
大
学
側
の
説
明
会
等
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
必
ず
し
も

皆
が
望
む
改
編
の
内
容
で
は
な

く
て
も
、
私
た
ち
の
要
望
に

沿
っ
た
良
い
結
果
が
得
ら
れ
る

社
会
が
も
た
ら
す
大
学
再
編
の

未
来
を
想
像
し
な
が
ら
の
同
窓

会
運
営
が
課
題
で
あ
る
」
と
考

え
、
同
窓
会
の
対
応
に
腐
心
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
吾
峰
会
を
牽
引
し
て
こ
ら

れ
た
峯
島
会
長
に
は
、
感
謝
の

念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

現
在
事
務
局
へ
は
、
各
支
部

か
ら
様
々
な
課
題
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
化
、
支
部
組

織
の
維
持
等
々
で
す
。
本
部
で

は
そ
う
し
た
問
題
に
積
極
的
に

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

五
月
の
末
に
本
部
広
報
部
長

（
会
報
編
集
委
員
長
）の
持
地
隆

一
先
生
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

突
然
の
訃
報
に
接
し
、
た
だ
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

は
本
部
役
員
一
同
力
を
合
わ
せ

て
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
先
生
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
同
窓
吾

峰
会
並
び
に
福
島
大
学
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
退
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
吾
峰
会
大
会
は
県

南
方
部
郡
山
支
部
が
担
当
で

す
。
大
会
は
支
部
の
独
自
性
を

尊
重
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
テ
ー

マ
は
「
再
会
を
喜
び
、
親
交
と

絆
を
深
め
よ
う
」
で
す
。
県
南

方
部
の
協
力
は
勿
論
で
す
が
、

各
支
部
の
皆
様
の
お
力
添
え

で
、
大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

す
こ
と
を
願
っ
て
、
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

本
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
去
る
五
月
十
八
日
の
評
議
員
会
に
お
い

て
会
長
の
職
を
退
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
二
月
か
ら
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
令
和
三
年
五
月
の
評
議
員
会
は
前
年
に
続
い

て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
私
は
書
面
で

評
議
員
の
皆
様
の
ご
承
認
を
賜
り
、
会
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
千
葉
前
会
長
さ
ん
並
び
に
本

　

令
和
七
年
五
月
十
八
日
の
同
窓
吾
峰
会
評
議
員

会
で
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
を
取
り

巻
く
昨
今
の
現
状
か
ら
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

を
し
て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
、
そ
の
器
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
、
誠
心
誠
意
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

前
任
の
峯
島
会
長
に
は
令
和
三
年
よ
り
令
和
六

年
ま
で
２
期
４
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
発
生
直
後
の
就
任
で
、
社
会
は
も
と

よ
り
本
同
窓
会
で
も
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
お

広げるつなぐ むすぶ 140周年を迎える
新体制決まる!!
140周年を迎える
新体制決まる!!
140周年を迎える
新体制決まる!!
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牧
　
田
　
　
　
実

人
間
発
達
文
化
学
類
長

　

令
和
七
年
度
の
評
議
員
会

は
、
五
月
十
八
日（
日
）に
福
島

大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
２
階

大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

北
海
道
、
岩
手
県
、
愛
知
支

部
や
宮
城
県
、
福
島
県
の
各
支

部
か
ら
58
名
の
評
議
員
が
新
緑

に
包
ま
れ
た
金
谷
川
キ
ャ
ン
パ

ス
に
集
ま
っ
た
。

　

評
議
員
会
は
、
山
寺
事
務
局

次
長
が
進
行
し
、
峯
島
会
長
の

挨
拶
の
後
、
学
類
長
の
牧
田
実

様
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
伊
達
支

部
の
松
浦
常
雄
支
部
長
を
議
長

に
選
出
し
て
報
告
事
項
・
議
事

　

令
和
七
年
度
第
１
回
常
任
理

事
・
理
事
会
が
四
月
二
十
四
日

（
木
）に
行
わ
れ
た
。
鈴
木
昭
雄
理

事
を
議
長
に
選
出
し
て
、
令
和
六

年
度
報
告
事
項
や
令
和
七
年
度
事

業
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

組
織
強
化
委
員
会
よ
り
、
支
部
未

加
入
会
員
へ
の
働
き
か
け
を
検
討

し
た
い
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
評
議
員
会
の
開
催
に
つ

い
て
内
容
や
準
備
の
確
認
を
し
て

会
を
閉
じ
た
。

　

令
和
七
年
度
の
監
事
会
が
、

四
月
十
五
日（
火
）に
行
わ
れ

た
。
松
坂
知
代
子
、
大
堀
満
広

両
監
事
に
よ
り
令
和
六
年
度
一

般
会
計
、
同
特
別
会
計
の
監
査

が
厳
正
に
行
わ
れ
た
。
事
業
報

告
の
後
、
一
般
会
計
は
我
彦
会

計
部
長
、
特
別
会
計
、
積
立
金

は
関
口
積
立
金
管
理
運
営
委
員

長
、
組
織
強
化
費
は
山
寺
組
織

部
長
、
慶
弔
費
は
梅
津
事
務
員

が
説
明
を
行
っ
た
。
何
れ
の
決

算
に
つ
い
て
も
相
違
な
い
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
。

に
入
っ
た
。

〇
今
年
度
の
主
な
事
業
計
画

・
吾
峰
会
郡
山
大
会
開
催

　

十
月
十
一
日（
土
）

・
組
織
強
化
委
員
会
開
催

・
研
究
奨
励
事
業
作
品
募
集

　

本
部
締
切
九
月
三
〇
日（
火
）

・
会
報
発
行

　

１
５
５
号
・
１
５
６
号

・
福
大
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

・
卒
業
・
入
会
祝
賀
会

　

令
和
八
年
三
月
二
十
五
日

（
水
）

続
い
て

〇
会
則
・
諸
規
定
の
改
正

〇
創
立
１
４
０
周
年
記
念
事
業

等
の
議
題
が
審
議
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
選

の
年
度
に
あ
た
り
、
役
員
選
考

委
員
長
よ
り
新
役
員
の
選
考
結

果
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ

た
。

〇
新
役
員

　

会　

長　
　

野
崎
修
司（
新
）

　

副
会
長　
　

鈴
木　

隆（
再
）

　

副
会
長　
　

渡
部
裕
二（
新
）

　

副
会
長　
　

島　

義
一（
再
）

　

監　

事　
　

大
堀
満
広（
再
）

　

監　

事　
　

鈴
木
昭
夫（
新
）

　

な
お
、
評
議
員
会
に
先
立
ち

永
年
勤
続
支
部
長
表
彰
が
行
わ

れ
た
。（
ｐ
４
参
照
）

　

ま
た
、
郡
山
支
部
か
ら
は
、

同
窓
吾
峰
会
郡
山
大
会
の
内
容

が
紹
介
さ
れ
た
。

令
和
七
年
度

　 
吾
峰
会
評
議
員
会
開
催

峯
島
会
長
退
任
で
野
崎
事
務
局
長
が
新
会
長
に
!!

　

本
年
４
月
、
人
間
発
達
文
化

学
類
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
福

大
は
改
革
の
真
っ
只
中
。
本
学

類
は
、
２
年
後
、
教
育
学
部
に

復
帰
の
予
定
。
私
の
任
務
は
、

教
育
学
部
再
生
ま
で
の
舵
取
り

役
と
な
り
ま
す
。

　

新
教
育
学
部
で
ど
ん
な
教
員

を
養
成
す
る
の
か
。
①
社
会
・

地
域
に
学
び
、
未
来
を
創
造
す

る
人
を
育
て
る
教
員
、
②
主
体

的
・
協
働
的
に
学
び
続
け
、
学

校
教
育
を
支
え
る
教
員
と
見
定

め
、「
教
員
養
成
福
島
モ
デ
ル
」

を
構
築
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、〈
探
究
〉
を

軸
に
据
え
た
５
つ
の
コ
ー
ス

（
地
域
課
題
探
究
、グ
ロ
ー
バ
ル

探
究
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
、
教

育
臨
床
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
）
を
置
き
、
地
域
課
題
探
究

拠
点
校
で
の
実
習
や
４
年
間
を

通
し
た
学
校
現
場
で
の
学
び
に

よ
っ
て
「
福
島
な
ら
で
は
学

び
」
を
実
現
し
ま
す
。
教
員
免

許
は
卒
業
要
件
と
な
り
、
小
１

種
・
中
２
種
ま
た
は
中
１
種
・

小
２
種
の
複
数
免
許
取
得
を
基

本
と
し
ま
す
。「
理
科
」
を
復
活

し
、「
特
別
支
援
」「
情
報
教
育
」

「
公
認
心
理
師
」の
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し
ま
す
。

卒
業
後
、
福
島
県
の
教
員
に
な

る
こ
と
を
希
望
す

る
学
生
向
け
の

「
地
域
枠
入
試
」も

導
入
し
ま
す
。

　

地
域
と
の
連
携

も
強
め
て
い
き
ま

す
。
県
立
高
校
「
教
育
コ
ー
ス
」

の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
、
夏

休
み
に
「
高
校
生
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
３
年
目

と
な
る
今
年
は
４
０
０
人
ほ
ど

が
参
加
す
る
見
込
み
で
す
。
ま

た
こ
れ
ら
の
高
校
生
を
対
象
に

大
学
の
単
位
の
先
取
り
履
修
も

始
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
今
次
の
改
革
で
は
大

幅
な
教
員
数
削
減
が
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。「
音
楽
」「
美
術
」

免
許
を
断
念
、
附
属
幼
稚
園
は

廃
止
と
な
り
、
幼
稚
園
免
許
か

ら
も
撤
退
。
こ
う
し
た
い
わ
ば

背
水
の
陣
で
２
３
５
名
の
入
学

定
員
を
い
か
に
確
保
し
、
教
育

の
質
を
保
証
し
、
教
員
を
安
定

的
に
輩
出
し
て
い
く
の
か
と
い

う
難
題
に
挑
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

任
期
は
２
年
。
こ
れ
は
私
の

大
学
人
と
し
て
の
最
後
の
２
年

で
も
あ
り
ま
す
。
最
後
に
振
ら

れ
た
こ
の
大
役
を
楽
し
む
く
ら

い
の
気
持
ち
で
ま
っ
と
う
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
末
筆

な
が
ら
、
同
窓
会
の
み
な
さ
ま

の
本
学
類
へ
の
い
っ
そ
う
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
み
な
さ
ま
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈

念
し
、就
任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

各支部から活発な意見交換新役員紹介

監事会

野崎事務局長から報告

  

第
１
回
常
任
理
事

第
１
回
常
任
理
事
・・

　
　
　
　

　
　
　
　
理
事
会
開
催

理
事
会
開
催

  

監
事
会
開
催

監
事
会
開
催

新
学
類
長
あ
い
さ
つ
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現
在
、
学

校
現
場
は
複
雑
か
つ
多
様
な
課

題
に
直
面
し
、
そ
の
対
応
に
窮

し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
の
深
刻

化
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
増

加
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
の
増
加
、
慢
性
的
な

教
員
不
足
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導

力
の
向
上
、
働
き
方
改
革
の
推

進
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
。
特
に
危
惧
さ
れ
る
の

が
、
ベ
テ
ラ
ン
教
員
の
大
量
退

職
に
よ
り
若
年
層
教
員
が
急
増

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
若
手
を
指
導
で
き
る
教

員
が
不
足
し
、
長
年
培
わ
れ
て

き
た
教
員
文
化
等
の
継
承
が
困

難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
指

導
上
の
問
題
解
決
、
保
護
者
対

応
、
授
業
の
基
礎
基
本
が
十
分

に
身
に
つ
か
な
い
ま
ま
20
代
を

過
ご
す
教
員
の
増
加
は
、
教
育

の
質
の
低
下
に
直
結
し
か
ね
な

い
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

昨
年
度
の
本
校
の
例
を
挙
げ

る
と
、
全
学
年
１
ク
ラ
ス
の
学

校
で
、
通
常
学
級
担
任
の
う
ち

20
代
の
若
手
教
員
が
４
名
、
40

代
が
１
名
、
50
代
が
１
名
と
い

う
年
齢
構
成
で
し
た
。
ま
た
、

福
島
市
内
の
学
校
全
体
で
も
、

50
・
60
代
の
ベ
テ
ラ
ン
層
が
多

く
、
30
・
40
代
が
少
な
い
一
方

で
、
20
代
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
、
若
年
層
教
員
の
育
成
は
各

学
校
に
と
っ
て
重
要
な
経
営
課

題
で
す
。
各
学
校
は
工
夫
を
凝

ら
し
対
応
策
を
模
索
し
て
い
ま

す
が
、
育
成
を
支
え
る
べ
き
中

堅
教
員
が
不
足
し
て
い
る
現
状

で
は
、
長
年
の
経
験
を
持
つ
ベ

テ
ラ
ン
教
員
の
力
が
不
可
欠
で

す
。
昭
和
、
平
成
、
令
和
の
３

時
代
を
生
き
抜
き
、
３
度
の
学

習
指
導
要
領
改
訂
を
乗
り
越
え

て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
教
員
は
、
ま

さ
に
教
育
の
熟
練
者
で
す
。
学

級
経
営
、
学
習
指
導
、
生
徒
指

導
、
保
護
者
対
応
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
豊
富
な
経
験
と
知
識

を
有
し
て
い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン

教
員
が
大
量
に
退
職
す
る
前

に
、
そ
の
力
を
最
大
限
に
発
揮

し
、
若
手
教
員
の
成
長
を
後
押

し
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
若
手
教
員
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
や
外
国
語
教
育
な
ど
で

高
い
能
力
を
発
揮
し
、
そ
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
も
強
み

で
す
。
し
か
し
、
保
護
者
対
応

や
児
童
生
徒
の
状
況
把
握
、
授

業
の
基
本
的
な
構
成
と
い
っ
た

点
で
は
課
題
を
抱
え
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
教
育
現
場
で

は
、ベ
テ
ラ
ン
教
員
の
持
つ「
不

易
」
の
知
識
・
経
験
と
、
若
手

教
員
の
持
つ
「
流
行
」
の
新
た

な
能
力
を
融
合
さ
せ
、
お
互
い

の
強
み
を
学
び
合
う
こ
と
で
、

教
員
全
体
の
資
質
向
上
を
図
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
学
校
組
織
全
体
と
し

て
、
意
図
的
か
つ
計
画
的
に
教

員
育
成
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

若
手
教
員
の
資
質
・
能
力
育

成
に
他
の
教
職
員
が
共
同
し
て

取
り
組
む
こ
と
。
そ
し
て
、
学

校
が
抱
え
る
多
様
な
教
育
課
題

に
一
丸
と
な
っ
て
立
ち
向
か
っ

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
本
県
教

育
の
未
来
を
拓
く
鍵
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
元
卒　

福
島
支
部
）

て
の
「
個
別
最
適
な
学
び
、
協

働
的
な
学
び
」、教
師
に
と
っ
て

の
「
生
徒
が
主
語
と
な
る
授
業

作
り
」
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
う
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
は
必

要
な
情
報
を
瞬
時
に
検
索
し
た

り
、
意
見
や
考
え
を
画
面
上
に

示
し
な
が
ら
話
し
合
っ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
師

は
、
す
べ
て
の
生
徒
の
考
え
を

画
面
上
で
一
斉
に
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ど
の
よ
う
に

発
問
し
、
意
見
を
つ
な
げ
て
い

け
ば
い
い
か
な
ど
、
そ
の
後
の

授
業
展
開
を
考
え
る
上
で
の
一

助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

不
登
校
生
徒
の
増
加

　

不
登
校
の
増
加
と
い
う
現
実

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
不
登
校

の
主
な
理
由
と
し
て
は
、「
無
気

力
、
不
安
、
抑
う
つ
」
な
ど
の

心
理
的
な
要
因
、
い
じ
め
を
除

く
友
人
関
係
、
学
業
不
振
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ら
に
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
社
会
の
影
響
な
ど
、
多
様

な
背
景
が
あ
る
よ
う
で
す
。
一

人
一
人
に
応
じ
た
丁
寧
な
支
援

が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
外
部
専
門

機
関
と
の
連
携
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
体
育
大
会
開
催
の
変
更

　

こ
れ
ま
で
、
福
島
支
部
に
お

い
て
は
、
中
学
校
体
育
連
盟
が

主
催
す
る
中
学
校
体
育
大
会

は
、
６
月
に
、
福
島
、
伊
達
、

安
達
そ
れ
ぞ
れ
で
支
部
大
会
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
県
北
地
区

大
会
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
は
、
支
部
大

会
を
行
わ
ず
、
県
北
地
区
大
会

か
ら
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
９
月
の
新
人
大

会
も
開
催
し
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
生
徒
数
の
減
少
、
部

活
動
の
地
域
展
開
等
を
踏
ま

え
、
活
動
そ
の
も
の
の
あ
り
方

及
び
大
会
等
の
あ
り
方
を
見
直

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
生
徒
に
と
っ
て
の
「
楽

し
い
学
校
」
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
吾
峰
会
の
皆
様

に
は
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
平
成
元
卒　

福
島
支
部
）

今
、
学
校
現
場
で
は
…

小
　
野
　
真
　
教

若
手
教
員
の
育
成
は
本
県
教
育
の
未
来
を
拓
く
鍵

福
島
県
小
学
校
長
会
会
長

福
島
市
立
清
明
小
学
校
長

　

先
日
、
令
和
８
年
度
教
員
採

用
試
験
の
倍
率
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
本
県
に
お
け
る
教
員
採

用
試
験
の
倍
率
は
低
下
傾
向
に

あ
る
よ
う
で
す
が
、
教
員
の
な

り
手
不
足
、
人
材
不
足
は
学
校

教
育
の
根
幹
に
か
か
わ
る
大
き

な
問
題
で
す
。
学
校
に
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
変
革
の

波
が
押
し
寄
せ
、
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
が
、
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
教
育
活
動
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
徒
が
主
語
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
授
業
の
推
進

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
っ
て
一
人
一
台
の
端
末
環
境

が
整
い
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ

菅
　
野
　
浩
　
智

今
、学
校
現
場
で
は

福
島
県
中
学
校
長
会
会
長

福
島
市
立
福
島
第
三
中
学
校
長
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前
愛
知
支
部
長

伊
勢
呂  

彰
治 

様

前
仙
台
支
部
長

結
城
　
正
芳 

様

皆様からのおたより大募集!!

　

平
成
21
年
よ
り
令
和
５
年
に

至
る
15
年
間
愛
知
支
部
長
を
務

め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
発
足
前
に
山
田
稔

さ
ん
よ
り
「
同
窓
吾
峰
会
愛
知

支
部
を
作
り
ま
せ
ん
か
」
と
言

わ
れ
た
時
は
本
当
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

　

期
せ
ず
し
て
、「
吾
峰
会
郡
山

大
会
」
に
参
加
し
、
役
員
の
方

か
ら
「
会
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
一
言
お
話

を
」
と
言
わ
れ
、
す
ご
く
緊
張

し
た
事
を
、
支
部
の
皆
と
飲
む

た
び
に
思
い
出
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
福
大
の
陸
上
部
等

の
活
躍
を
肴
に
、
酒
が
進
ん
だ

の
も
今
で
は
懐
か
し
く
楽
し
い

思
い
出
で
す
。

　

ま
た
、
設
立
前
後
の
こ
と
を

申
し
ま
す
と
「
同
窓
吾
峰
会

で
、
最
も
西
に
位
置
す
る
こ
の

愛
知
で
、
産
声
を
上
げ
る
こ
と

は
福
大
卒
業
生
と
し
て
大
変
意

義
が
あ
る
」
を
念
頭
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
皆
の
力
で
、
な
ん

と
か
船
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

長
き
に
渡
り
支
部
会
員
の
支

え
、
取
り
分
け
私
の
後
任
と
な

る
山
田
氏
に
感
謝
で
す
。

　

今
後
は
、
関
西
支
部
等
の
発

足
も
期
待
さ
れ
る
の
で
は
。
福

大
吾
峰
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
昭
49
卒
）

　

昭
和
五
十
年
代
後
半
だ
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。
宮
教
大
附
属

幼
稚
園
に
、
高
齢
の
ご
婦
人
が

「
福
島
大
学
の
卒
業
生
を
探
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
…
」
と

訪
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
方
が
仙
台
支
部
生
み
の

親
樋
口
綾
子
先
生
で
す
。
市
教

委
に
出
向
き
、
全
教
職
員
を
調

べ
ご
自
分
一
人
で
確
か
め
て
名

簿
を
作
成
し
て
い
っ
た
そ
う
で

す
。数
年
後
の
総
会
の
席
で
、昔

話
と
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
温

か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
一
番
忘
れ
ら
れ
な
い

こ
と
で
感
謝
し
て
い
る
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
樋
口
先
生

の
ご
尽
力
の
お
陰
で
吾
峰
会
仙

台
支
部
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

発
足
当
時
は
附
属
幼
稚
園
に

一
人
附
属
小
学
校
に
六
人
の
福

大
卒
業
生
（
含
私
）
が
お
り
ま

し
た
。
仙
台
市
内
で
は
大
所
帯

だ
っ
た
の
で
、
事
務
局
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
初
代
会
長
は
今
井

先
生
、
鈴
木
勝
郎
事
務
局
長
、

私
が
二
代
目
…
記
憶
は
と
ぎ
れ

が
ち
で
す
。
小
学
五
年
生
ま
で

福
島
に
住
ん
で
い
た
私
に
と
っ

て
福
島
は
第
一
の
故
郷
で
す
。

吾
峰
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
お

祈
り
し
ま
す
。
感
謝
！（昭

44
卒
）

　

令
和
七
年
度
評
議
員

会
開
会
前
に
、
長
年
に

わ
た
り
支
部
長
を
務
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
３

名
の
方
々
へ
、
感
謝
状

の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
仙
台
支
部

と
愛
知
支
部
の
新
支
部

長
様
に
代
理
受
領
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

前
河
沼
支
部
長

　

新
井
田
明
義
様

（
９
年
間
）

前
仙
台
支
部
長

　

結
城
正
芳
様（17

年
間
）

前
愛
知
支
部
長

　

伊
勢
呂
彰
治
様

（
15
年
間
）

　

長
い
間
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

会
報
「
吾
峰
」
１
５
１
号
で

「
紫
雲
寮
歌
を
ご
存
じ
あ
り
ま

せ
ん
か
？
」（
Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
可

能
）
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

そ
の
依
頼
者
で
あ
る
久
保
田
亮

次
様
か
ら
、
紫
雲
寮
歌
を
歌
っ

た
Ｃ
Ｄ
と
、
大
熊
町
に
お
住
ま

い
だ
っ
た
久
保
田
様
が
、
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
よ
り
、
34
年
間
住
ま
わ

れ
た
ご
自
宅
を
去
り
、
避
難
生

活
を
送
っ
て
こ
ら
れ
た
現
状
が

綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

穏
や
か
だ
っ
た
生
活
が
、
避

難
に
よ
り
厳
し
く
つ
ら
い
生
活

に
変
わ
っ
た
こ
と
。
双
葉
郡
全

体
や
大
熊
町
・
双
葉
町
の
住
民

の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
け
た

ら
…
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

久
保
田
亮
次
様
の
避
難
歴

平
成
23
年
３
月
11
日

　

東
日
本
大
地
震
発
生（
Ｍ
９
）

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
１
～
３
号
機
自
動
停

止
・
す
べ
て
の
電
源
喪
失

３
月
12
日

　

大
熊
町
全
町
避
難
指
示
、
田

村
市
へ
避
難
開
始
（
関
東
方

面
か
ら
バ
ス
50
台
来
る
）

　

１
号
機
水
素
爆
発

　

田
村
市
船
引
・
春
山
小
学
校

家
庭
科
室
の
板
の
間
で
毛
布

一
枚
で
過
ご
す　
【
９
日
間
】

３
月
21
日

　

猪
苗
代
町
・「
ペ
ン
シ
ョ
ン
ぽ

ぽ
ん
た
」
で
、
３
家
族
８
名

で
共
同
生
活　
　
【
10
日
間
】

４
月
１
日

　

会
津
若
松
市
門
田
町
・
ア

パ
ー
ト
の
２
階
で
生
活

　
　
　
　
　
　
　
【
６
ヶ
月
間
】

10
月
１
日

　

会
津
の
寒
い
冬
を
避
け
て

　

い
わ
き
市
内
郷
・
奥
様
の
長

姉
の
家
の
２
階
を
間
借
り
し

て
生
活　
【
４
年
４
ヶ
月
間
】

平
成
28
年
３
月
22
日

　

終
の
住
み
処
と
し
て

　
「
い
わ
き
ふ
る
さ
と
の
楽

園
」
に
ご
夫
婦
で
入
所
さ
れ

現
在
に
至
る

　

大
熊
町
の
自
宅
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
は
、
町
の
再
建
計
画
に
よ

り
土
地
の
提
供
要
請
が
あ
っ
た

の
で
承
諾
し
、
現
在
は
公
園
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

奥
様
と
は
令
和
５
年
に
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
、
お

二
人
と
も
お
元
気
に
お
過
ご
し

で
す
。

　

紫
雲
寮
歌
を
歌
っ
た
Ｃ
Ｄ
を

拝
聴
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
お

元
気
な
声
で
、
今
で
も
忘
れ
る

こ
と
な
く
歌
わ
れ
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
き
っ
と
、
歌
っ
て

い
る
時
は
学
生
時
代
に
戻
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　
（
昭
31
卒　

双
葉
支
部
）

「学生時代の思い出」・「クラス会・
サークル会の写真・記事」・「会報
の感想」など、どしどしお寄せく
ださい。連絡先はＰ12へ

メール･郵便 お待ちしております

現愛知支部長へ 現仙台支部長へ

皆
様
か
ら
の
お
た
よ
り

皆
様
か
ら
の
お
た
よ
り

皆
様
か
ら
の
お
た
よ
り

皆
様
か
ら
の
お
た
よ
り

永年勤続支部長  感謝状贈呈　評議員会にて代理受領

吾峰会HP↑
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　昭和47年４月から３年間の木造建築の如月寮での学生生活を振り返って
みた。
　当時の如月寮は、北寮、南寮、東寮となぜかウエスタン寮と呼ばれる４棟
ほどあったと記憶している。寮での生活は、会津生まれの小生にとっては、
未知なる体験でうれしさと不安が入り交じっていたことを思い出す。幸い
にも、後輩想いの優しかった同室の３年生K先輩、同じボート部のM君、そ
してその同室の３年生の何かと声をかけてくれたF先輩、時々遊びに来てく
れたボート部で同級のT君など、当時のことは今となっても鮮明に記憶して
いる。
　初めてスポーツクラブに所属、ウエイトトレーニングで疲れ、足を引きず
りながら寮まで歩くのもやっとだった。部屋に着くなりバタンキューの
日々が続いたが、ゴルゴ13的先輩の姿にあこがれ、肉体的・精神的にひ弱な
自分もそれなりにたくましくなり、これが青春と充実した時間であった。
　寮生活では、心に残っているのが、梅雨時など流しの洗いかけの食器のか
げから顔を出す黒いゴキブリ、また掃き掃除時の多数のダンゴならぬ丸いム
シがごろごろと転がるといった住環境であった。しかし、やさしい先輩や個
性あふれる寮生との共同生活の日々はとても貴重な体験であった。
　また、寮生が主体となって企画立案した交流イベントの綱引き大会で競っ
たことや、電話当番なども印象深い。事務室に詰めて電話対応するのが電話
当番だが、その電話を呼び出す時にもひとひねりあって「○○さん、お電話
です」とあえて丁寧語での呼び出しの場合は、相手は女性だよ～！と匂わす
ものだった。それ聞いている寮生達は「ほほう～～」とほくそ笑むといった
具合。
　大学４年の時に寮を出たが、その直後の如月寮の火災はとても心が痛む出
来事であった。今は、素晴らしい古関裕而記念館や音楽堂が建っているが、
近くを通るとよみがえる当時のたたずまいや共同浴場、古びた食堂があった
こと、そこに「方丈記」ならぬ我が青春があったこと…。この経験はアパー
ト住まいでは味わえないことだったに違いない。～以下略 如月寮

支部事務局だより 年２回発行

支部総会 年１回開催

◦支部会報「 」ともづな 年２回発行　◦支部総会 年１回開催　◦研修視察旅行実施

福 島 支 部　 会員 1,500名　　 支部紹介のコーナー
支部だより抜粋紹介　（第28号  令和５年８月９日発行より）

　～ああ方丈記ならぬ、我が青春の如月寮～　　　三浦光伊（昭51卒）

郡 山 支 部　 会員 930名　　 支部紹介のコーナー

支部だより抜粋紹介　（第66号  令和５年３月１日発行より）

第 155 号 吾　　峰（ＧＯＨＯ） 令 和 ７ 年（ ２０２５ ）８ 月 １０ 日（5）
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長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
〇
二
五
年
度
賀
寿
該
当
者

　
　
今
年
度
の
賀
寿
贈
呈
該
当
者
は
、昭
和
五
年
四
月
～
昭
和
六
年
三
月
末
日
生
ま
れ
の
方
で
す
。

◦
浦 

野 

一 

郎 

様（
会
津
）

◦
石 

向 

正 

和 

様（
郡
山
）

「戦後、軍国主義から民主主義への切り
替えが大変でしたが、子どもたちに平
和を説く喜びを味わえた」と、意味深
いお話を伺うことができました。

◦
山 

川 

進 

一 
様（
福
島
）

◦
白 

石 

信 

雄 

様（
東
白
川
）

◦
平 

間  

　
巍 

様（
い
わ
き
）

◦
佐 

川 

芳 
雄 
様（
い
わ
き
）

◦
二 

瓶 

英 

子 

様（
会
津
）
◦
佐 

藤 

芳 

江 

様（
福
島
）

奥様に迎えて頂きました。ご本人
は急に入院されましたが、それま
ではご夫婦で元気に暮らしていた
とのこと。退職後は市の納税組合
委員や交通安全協会委員、また地
元富田町の史談会会長などを務め
活動的に生活しており、今日を楽
しみにしていたとのことでした。

◦
渡 

部 

テ 

イ 

様（
会
津
）
◦
角 

田 

利 

朗 

様（
岩
瀬
）

◦
佐 

川 

粂 

雄 

様（
東
白
川
）
◦
関 

川  

　
昭 

様（
郡
山
）
◦
白 

石 

佳 

子 

様（
石
川
）

◦
山 

崎 

英 

子 

様（
福
島
）

とてもお元気で、口調も明朗快活でと
ても95歳とは思えませんでした。退職
後は地域の神社の役員や公民館での活
動のまとめ役、退職女性教員の会の役
員などをされ、現在も地域のために活
動されています。

日常の買い物が丁度よい運動になって
います。週の半分ほどは地域のライフ
ケアステーションでの交流やゲームも
楽しんでいます。教員時代に中学校国
語科教員であったことが影響してか、
漢字パズルは、つい夢中になってしま
います。

大
好
き
な
お
花
の
手
入
れ
を
し
な
が
ら

大
変
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
学

芸
学
部
一
期
生
仲
間
と
の
絆
が
強
か
っ

た
こ
と
や
、
テ
ニ
ス
で
イ
ン
カ
レ
に
出
場

し
た
時
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
な
ど
を

伺
い
ま
し
た
。

福
島
二
小
へ
赴
任
時
、
加
藤
茶
さ
ん
を
４

～
６
年
の
３
年
間
担
任
。
彼
は
小
柄
、引
っ

込
み
思
案
、
大
人
し
い
子
だ
っ
た
と
懐
か

し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
日
中
は
お
一

人
で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
頃
か
ら

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
に
親
し
み
、
２
・
３
年
前

ま
で
踊
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

国語の先生でしたが、部活動はずっと
水泳部を担当し、退職後も水泳連盟に
関わって活動していました。現在もお
元気にお過ごしです。

とてもお元気なご様子で、お勤めに
なっていた頃のエピソードや教え子と
の交流など、貴重なお話をたくさん伺
うことができました。「健康でいられ
るのは生徒と共に体を動かしていたか
ら」とのお話も拝聴しました。

「健康を維持するには体を動かすこと
が大切」とのことで、数年前までは、
毎日プールに通っていたとお話くださ
いました。

初
め
て
赴
任
し
た
こ
ろ
は
、学
校
に
教
材
・
教

具
が
な
く
苦
労
し
ま
し
た
。鏡
石
一
小
で
の
、

県
の
指
定
を
受
け
た
体
育
の
研
究
公
開
の
成

功
が
よ
い
思
い
出
で
す
。長
寿
の
秘
訣
は
、薬

を
飲
ま
ず
百
薬
の
長
を
飲
む
こ
と
で
す
。

師
範
学
校
最
後
の
卒
業
生
で
あ
り
学
芸
学
部

１
期
生
で
あ
る
こ
と
、
当
時
の
様
子
や
学
徒

動
員
で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
る

お
姿
は
、
終
始
背
筋
が
伸
び
矍
鑠
と
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
今
で
も
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
に
通
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

退
職
後
、水
の
案
内
人
、森
の
案
内
人
、図
書

館
長
、文
化
財
保
護
員
等
、多
方
面
で
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。パ
ソ
コ
ン
で
日
記
を
つ
け
て
、

頭
と
指
を
動
か
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

昔のことを思い出されて感極まり、涙
ぐまれていました。現在施設に入所中
のため、ガラス越しではありましたが
お祝いを直接伝えることができました。

現在、先生は外に出ることは難しく
なってきていますが、自宅で元気に過
ごしています。読書が大好きで今でも
読書に親しむとともに、毎日、新聞に
も目を通しています。

・
仁
科　

武
芳
様　
　

西
白
河

・
岩
佐　

敏
子
様　
　

相　

馬

◦
佐
川　

粂
雄
様　
　

東
白
川

◦
渡
部　

テ
イ
様　
　

会　

津

◦
二
瓶　

英
子
様　
　

会　

津

・
吉
田
ヒ
デ
子
様　
　

田　

村

・
大
島　

キ
イ
様　
　

安　

達

◦
関
川　
　

昭
様　
　

郡　

山

◦
角
田　

利
朗
様　
　

岩　

瀬

◦
佐
藤　

芳
江
様　
　

福　

島

◦
白
石　

佳
子
様　
　

石　

川

・
本
田　

明
世
様　
　

田　

村

・
矢
部　

幹
江
様　
　

岩　

瀬

◦
山
崎　

英
子
様　
　

福　

島

・
宮
川
サ
ト
子
様　
　

新　

潟

・
辰
野
美
智
子
様　
　

会　

津

・
阪
路　

哲
也
様　
　

郡　

山

・
遠
藤
タ
キ
子
様　
　

岩　

瀬

・
武
内　

敏
子
様　
　

双　

葉

・
小
林
志
摩
夫
様　
　

郡　

山

・
佐
藤　

き
よ
様　
　

福　

島

・
浮
内　
　

彰
様　
　

田　

村

・
板
井　

辰
美
様　
　

福　

島

・
山
田
喜
一
郎
様　
　

相　

馬

・
佐
藤　

陽
一
様　
　

相　

馬

・
小
平　

文
子
様　
　

福　

島

・
宮
内　

壽
雄
様　
　

い
わ
き

・
大
野　

幸
平
様　
　

郡　

山

・
遠
藤　

忠
蔵
様　
　

福　

島

・
長
嶺　

孝
子
様　
　

会　

津

・
白
岩　
　

清
様　
　

田　

村

・
酒
井　

紀
子
様　
　

河　

沼

・
酒
井　

秀
子
様　
　

福　

島

・
横
山　

芳
子
様　
　

相　

馬

・
三
好　

貞
臣
様　
　

郡　

山

・
猪
俣　

カ
ツ
様　
　

伊　

達

・
菅
野　
　

茂
様　
　

双　

葉

・
武
田
タ
ツ
子
様　
　

安　

達

・
本
多　

幸
雄
様　
　

安　

達

　
◦
前
年
度
贈
呈
者
　
　
◦
今
年
度
贈
呈
者

令 和 ７ 年（ ２０２５ ）８ 月 １０ 日 吾　　峰（ＧＯＨＯ） 第 155 号 （6）



　

来
る
令
和
十
年
一
月
四
日
に

同
窓
吾
峰
会
は
創
立
１
４
０
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
会
で
は
、
創
立

１
０
０
周
年
後
か
ら
十
年
ご
と

に
、
周
年
記
念
事
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
１
４
０
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
の

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
鈴

木
昭
雄
理
事
を
実
行
委
員
長

に
、
本
部
総
務
部
員
を
中
心
に

メ
ン
バ
ー
を
構
成
し
ま
し
た
。

　

令
和
七
年
七
月
十
六
日
に
、

第
１
回
実
行
委
員
会
を
開
催

し
、
記
念
事
業
の
内
容
を
検
討

し
ま
し
た
。

①
創
立
１
４
０
周
年
記
念
大
会

の
開
催

②
記
念
誌
「
吾
峰
会
１
４
０
年

の
あ
ゆ
み
」
を
刊
行
し
、
全

会
員
へ
送
付

③
会
報
「
吾
峰
」
記
念
特
別
号

を
刊
行
し
、
②
と
一
緒
に
全

会
員
へ
送
付

④
福
島
大
学
へ
記
念
品
を
贈
呈

　

福
島
大
学
で
は
、
令
和
九
年
四
月
か
ら
、
現
行
の
３
学

群
・
５
学
類
か
ら
、
４
学
部
・
３
学
科
１
課
程
に
再
編
し
、

学
生
を
受
け
入
れ
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、
教
育
学
部
（
仮
称
）
と
、
福
島
大
学
教

育
学
部
附
属
義
務
教
育
学
校
（
仮
称
）
の
設
置
構
想
を
掲

載
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
島
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
下
さ
い
。

福 島 大 学 学 士 課 程 改 革 構 想　　　令和７年４月現在

持
地
隆
一
氏（
広
報
部
長
・
会
報
編
集
委
員
長
）の
急
逝
を
悼
む

　

温
厚
な
人
柄
で
、
吾
峰
会
ば
か
り
で
な
く
、
多
方
面
か
ら
頼

り
に
さ
れ
、
重
責
を
担
っ
て
き
た
方
で
し
た
。
い
く
つ
も
の
仕

事
を
掛
け
持
ち
な
が
ら
い
つ
も
前
向
き
に
真
摯
に
取
り
組
む

姿
は
、
私
た
ち
編
集
委
員
の
憧
れ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
委
員
長
で
す
が
、
今
年
の
五
月
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
残
さ

れ
た
編
集
委
員
一
同
、
故
人
の
思
い
を
大
切
に
会
報
の
編
集
に

携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

創
立
140
周
年
記
念
事
業
検
討
！

第
１
回
実
行
委
員
会
開
催

卒
業
生
か
ら
の
Ｅ
メ
ー
ル

卒
業
生
か
ら
の
Ｅ
メ
ー
ル

参加者募集中です!
■ 平成30年卒、岩間日奈さんからのメールです ■
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役職名 氏　　　名

顧 問

服 部 秀 文
齋 藤 正 寛
千　葉　金之助
峯 島 和 彦
牧 田 　 実

会 長 野 崎 修 司

副 会 長
鈴 木 　 隆
渡 部 裕 二
島 　 義 一

監 事 大 堀 満 広
鈴 木 昭 夫

常任理事

山 寺 精 吉
古 関 明 善
勝 見 五 月
我 彦 　 武
内 藤 良 行
佐 藤 秀 雄
川 﨑 康 宏
菅 野 　 諭
山 縣 眞 二

理 事

菅 野 和 昶
飯 沼 信 一
鈴 木 昭 雄
根 本 　 眞
佐 藤 和 彦
塚 野 　 薫
佐々木　義　通
佐 藤 陽 一
尾　形　慎一郎
佐 藤 秀 美
佐 藤 浩 哉
佐 藤 浩 昭
鳴 川 哲 也
小 野 真 教
菅 野 浩 智

理 事 青 田 伸 一
遠 藤 博 晃

幹 事 茂 木 　 巧
菱 沼 明 美

事 務 員 梅 津 浩 子

総　務　部
役職名 氏　　　名
部 長 山 寺 精 吉
副 部 長 古 関 明 善
会 長 野 崎 修 司

部 員

勝 見 五 月
我 彦 　 武
内 藤 良 行
佐 藤 秀 雄
川 﨑 康 宏
梅 津 浩 子

会　計　部
役職名 氏　　　名
部 長 勝 見 五 月
副 部 長 菱 沼 明 美
部 員 塚 野 　 薫

組織部　組織強化委員会
役職名 氏　　　名
委 員 長 我 彦 　 武
副委員長 古 関 明 善

委 員

勝 見 五 月
内 藤 良 行
佐 藤 秀 雄
菅 野 和 昶
斎 藤 義 弘

研　究　部
役職名 氏　　　名
部 長 内 藤 良 行
副 部 長 茂 木 　 巧
部 員 佐 藤 陽 一

広報部　会報編集委員会
役職名 氏　　　名
委 員 長 佐 藤 秀 雄
副委員長 寺 岡 弘 之

委 員

鵜 沼 秀 雅
内　藤　百合子
小　山　智恵子
工 藤 裕 也

広報部　ホームページ委員会
役職名 氏　　　名
委 員 長 川 﨑 康 宏
副委員長 馬 場 秀 之

委 員
菅 野 　 諭
尾　形　慎一郎

積立金管理運営委員会
役職名 氏　　　名
委 員 長 菅 野 　 諭
副委員長 勝 見 五 月

会長・事務局長
事 務 局 次 長

番号 支部名 支部長名 副 支 部 長 名 事　　　務　　　局 事務局長名 評議員名

24 山　形 堀　　泰治 矢口　　勲
〒992-1443 山形県米沢市大字笹野1101
	 山形県立米沢興譲館高等学校
☎ 0238-38-4741　FAX 0238-38-2531

猪俣　幸一 渡辺　俊三
小野　昭夫

25 千　葉 活動休止中

26 新　潟 真柄　正幸 山本　　武・桐生　春江 〒956-0011 新潟市秋葉区車場2-1-6
☎ 0250-25-1750 金内敬太郎 真柄　正幸

金内敬太郎

27 愛　知 山田　　稔 齊藤　俊徳・大髙　和人 〒452-0802 名古屋市西区比良4丁目288
☎ 052-504-2920 盛　　浩一 山田　　稔

盛　　浩一

28 岩手県 佐々木一郎 横田　一平・佐々木秀市 〒023-0401 奥州市胆沢区南都田字本木158
☎ 090-7795-3911　FAX 0197-46-3911 高橋　佳文 佐々木一郎

高橋　佳文

29 北海道 市澤　　豊 菊地　磯夫
〒063-0052 札幌市西区宮の沢二条
� 1丁目1-35-1102
☎ 090-6269-7381　FAX 011-667-2165

児玉　佳範 市澤　　豊
児玉　佳範

令和７年度 同窓吾峰会本部役員名簿
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令和７年度　同窓吾峰会支部組織一覧
（令和７年７月報告現在）

番号 支部名 支部長名 副 支 部 長 名 事　　　務　　　局 事務局長名 評議員名

1 福　島 渋谷　　朗
高橋　友憲・内藤　良行
福士　久子・髙橋　正之
渡部　正晴

〒960-8254 福島市南沢又字柳清水20
	 福島市立清水小学校
☎ 024-557-0135　FAX 024-558-4983

穐山　俊之 渋谷　　朗
内藤　良行

2 伊　達 松浦　常雄 齋藤　徹雄・菅野　善昌
佐藤みゆき

〒960-0629 伊達市保原町弥生町15
	 伊達市立保原小学校
☎ 024-575-3281　FAX 024-575-3282

鈴木　昭夫 松浦　常雄
齋藤　徹雄

3 安　達 小泉　裕明
菅野眞智子・菊池　勇人
福本　　隆・菅野　芳弘
日下部準一

〒964-0904 二本松市郭内一丁目1
	 二本松市立二本松北小学校
☎ 0243-23-0029　FAX 0243-23-0012

福本　　隆 小泉　裕明
福本　　隆

4 郡　山 大堀　満広 上杉　辰男・阿部嘉代子
相樂　正人・大木　　淳

〒963-8026 郡山市並木四丁目10
	 郡山市立大島小学校
☎ 024-933-6761　FAX 024-922-9490

齋藤　　博 大堀　満広
武藤　公夫

5 岩　瀬 古田　　浩 古川　久枝・渡邉　真二
佐浦　雅明

〒962-0059 須賀川市吉美根字土橋680
	 須賀川市立西袋中学校
☎ 0248-76-5136　FAX 0248-63-1153

面川　祐哉 古田　　浩
渡邉　真二

6 石　川 蛭田　重経 冨岡ケイ子・舘　　初浩
〒963-7808 石川郡石川町双里字川向165
	 石川町立石川中学校
☎ 0247-26-2315　FAX 0247-26-3036

石沢　泰蔵 蛭田　重経
石沢　泰蔵

7 田　村 山口　洋一 佐久間光春・佐久間金治
管野　正秀

〒963-7759 田村郡三春町字大町157
	 三春町立三春小学校
☎ 0247-62-3101　FAX 0247-62-3106

箭内　良一 山口　洋一
箭内　良一

8 西白河 北林　正紀 佐藤　正弘・野口意千朗
〒961-0914 白河市寺小路64-2
	 白河市立白河第三小学校
☎ 0248-23-3243　FAX 0248-24-0296

清野　　孝 北林　正紀
野口意千朗

9 東白川 永山　美雄 中島　一枝・矢吹　政徳
吉田　　智

〒963-6142 東白川郡棚倉町山際字仙石103
	 棚倉町立高野小学校
☎ 0247-35-2005　FAX 0247-35-2010

鈴木　雅人 永山　美雄
鈴木　雅人

10 会　津 渡部　裕二 岩沢　　隆・齋藤　幸男
橋本千賀子・鈴木　正和

〒965-0875 会津若松市米代一丁目5-33
	 会津若松市立謹教小学校
☎ 0242-28-2100　FAX 0242-29-3405

大越　辰哉 渡部　裕二
大越　辰哉

11 耶　麻 大堀　淨一 青山　邦夫・矢部　宥一
〒966-0806 喜多方市水上6868
	 喜多方市立第一小学校
☎ 0241-22-2103　FAX 0241-23-1673

大堀　淨一 大堀　淨一
青山　邦夫

12 大　沼 石井　幸雄 佐藤　信寛・北舘　長一
〒969-6214 大沼郡会津美里町冨川字上中川161-1
	 会津美里町立宮川小学校
☎ 0242-54-2222　FAX 0242-54-2277

伊達　明美 石井　幸雄
佐藤　信寛

13 河　沼 小林　政昭 山内　聖子
〒969-6553 河沼郡会津坂下町字石田甲650
	 会津坂下町立坂下南小学校
☎ 0242-83-2046　FAX 0242-83-0966

大関　貴之 小林　政昭
山内　聖子

14 南会津 五十嵐利明 山本　恭士・大竹　成子
〒967-0004 南会津町田島字会下甲3316
	 南会津町立田島小学校
☎ 0241-62-0042　FAX 0241-62-3220

栗木　孝直 五十嵐利明
山本　恭士

15 いわき 金内　三郎
笹川　直樹・沢　　宏一
団野　勝一・小野　則夫
平子　宗司

〒970-8026 いわき市平字梅香町7-1
	 いわき市立平第二小学校
☎ 0246-23-2413　FAX 0246-23-2414

渡邉　信貴 金内　三郎
渡邉　信貴

16 相　馬 草野　正徳 飯塚　　宏・村田　権一
〒975-0053 南相馬市原町区益田字塩釜236
	 南相馬市立太田小学校
☎ 0244-22-3822　FAX 0244-24-2087

青田　雅子 草野　正徳
青田　雅子

17 双　葉 石井　賢一 笠井　淳一・松本　明美
半杭　千歩

〒963-8861 郡山市鶴見坦3-5-6
	 （臨時事務局 松本事務局長宅）
☎ 090-4314-1933

松本　浩一 石井　賢一
松本　浩一

18 東　京 島貫　金雄 荒木　俊夫 〒185-0014 東京都国分寺市東恋ケ窪2-31-21
☎ 042-321-2277 島貫　金雄 島貫　金雄

荒木　俊夫

19 仙　台 伊藤　宗男 熊谷　和彦・吉田　利弘
〒984-0038 仙台市若林区伊在3–2–1
	 仙台市立荒井小学校
☎ 022-352-3202　FAX 022-288-7168

我妻美知子 伊藤　宗男

20 大河原 古積　裕一 大沼　　章・森　　貢喜
佐藤　俊憲・日下　嘉充

〒989-0232 白石市福岡長袋字向ノ山45–26
☎ 090-8614-9976 我妻　宏昭 古積　裕一

我妻　宏昭

21 栗　原 小野寺俊幸 佐藤　新一・狩野　浩二
〒987-2215 栗原市築館高田二丁目8-1
	 栗原市立築館中学校
☎ 0228-22-3146　FAX 0228-22-2387

佐藤　一博 小野寺俊幸
狩野　浩二

22 本　吉 内海　輝幸 荒川　　進・齋藤　　一 〒988-0183 宮城県気仙沼市赤岩泥ノ木13-1
☎ 0226-22-5748 西城　敏幸 内海　輝幸

23 大　崎
（旧古川） 井坂　　亨 兵藤　正昭

〒987-0003 宮城県遠田郡美里町南小牛田
� 字石神53
☎ 0229-32-3492　FAX 0229-32-3492

佐々木勝男 井坂　　亨
佐々木勝男

第 155 号 吾　　峰（ＧＯＨＯ） 令 和 ７ 年（ ２０２５ ）８ 月 １０ 日（9）



母校 福島大学・人間発達文化学類だより母校 福島大学・人間発達文化学類だより母校 福島大学・人間発達文化学類だより

卒
業
・
入
会
祝
賀
会
開
催

卒
業
・
入
会
祝
賀
会
開
催  

／／３　３　
　　25　　25

　

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル

テ
ィ
に
て
、
令
和
六
年
度
同
窓
吾
峰
会
主
催
の
卒

業
・
入
会
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会

は
、
卒
業
の
お
祝
い
と
、
同
窓
吾
峰
会
の
正
会
員

に
な
る
お
祝
い
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

卒
業
生
達
は
、
友
人
や
先
生
方
と
最
後
の
語
ら

い
を
楽
し
み
、
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
り
、
今
後
の

再
会
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
万
歳
三
唱

で
、
卒
業
生
の
新
し
い
船
出
を
応
援
し
ま
し
た
。

大
　
内
　
暢の

　
女の

卒
業
生
代
表
あ
い
さ
つ

　

私
た
ち
の
大
学
生
活
４
年
間

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
多
く
の

方
の
支
え
の
お
か
げ
で
、
学
び

が
詰
ま
っ
た
、
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
入
学
当
初
は

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
予
測
困
難
で

不
安
な
状
況
の
中
、
様
々
な
方

の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
無
事
に

入
学
式
を
迎
え
、
期
待
と
緊
張

を
胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。 　

人
間
発
達
文
化
学
類
で
は
、

「
理
論
」
と
「
実
践
」
を
往
還
し

な
が
ら
課
題
解
決
能
力
や
現
場

で
生
き
る
実
践
力
を
養
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島

に
根
差
し
た
課
外
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
サ
ー
ク
ル
、

部
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

通
し
て
、
机
上
の
学
び
だ
け
で

は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
も

多
く
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

福
島
の
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
学

び
を
深
め
た
、
実
り
あ
る
４
年

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
４
年
間
、
常
に

そ
ば
に
は
温
か
く
ご
指
導
く
だ

さ
る
先
生
方
や
仲
間
の
存
在
が

あ
り
ま
し
た
。
先
生
方
に
は
多

く
の
時
間
を
割
い
て
ご
指
導
い

た
だ
き
、
悩
み
に
寄
り
添
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
仲
間
た
ち

と
は
日
々
の
講
義
や
実
習
を
共

に
し
、励
ま
し
合
い
、高
め
合
っ

て
き
ま
し
た
。
私
は
４
年
前
期

に
、
応
用
実
習
や
卒
論
発
表
会

の
準
備
、
教
員
採
用
試
験
の
対

策
な
ど
が
重
な
り
、
心
身
と
も

に
辛
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
と
き
で
も
力
に

な
っ
て
く
れ
た
の
は
、
同
じ
志

を
持
っ
て
一
緒
に
頑
張
る
仲
間

の
存
在
で
し
た
。
毎
日
悩
み
を

相
談
し
合
い
な
が
ら
乗
り
越
え

た
経
験
は
、
今
と
な
っ
て
は
素

敵
な
思
い
出
で
す
。
ま
た
、
ゼ

ミ
の
同
期
と
は
、
楽
し
い
こ
と

も
嬉
し
い
こ
と
も
、
辛
い
こ
と

も
共
有
し
、
支
え
合
っ
て
き
ま

し
た
。
私
が
泣
き
な
が
ら
卒
業

研
究
の
相
談
を
し
て
も
、
い
つ

も
時
間
を
か
け
て
一
緒
に
悩
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
無
事
に
こ
の

卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
仲
間
が
い
て
く
れ

た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

４
年
間
共
に
学
び
切
磋
琢
磨
し

た
仲
間
た
ち
は
私
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
の
道
へ
進
み
ま
す
。
進
む
道

は
異
な
り
ま
す
が
、
福
島
大
学

で
得
た
知
識
や
経
験
、
出
会
い

は
、
私
た
ち
の
人
生
に
と
っ
て

代
え
が
た
い
財
産
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
卒
業
生
一
人
ひ
と
り

が
、
福
島
大
学
の
卒
業
生
と
し

て
の
誇
り
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
活
躍
し
、
社
会
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
私
は
福

島
県
の
小
学
校
教
員
と
し
て
、

福
島
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸

に
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
成
長

し
な
が
ら
、
地
元
福
島
に
恩
返

し
で
き
る
よ
う
精
一
杯
努
め
て

参
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
温
か
く

見
守
り
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
や
と
も
に
学
ん
だ
仲
間
、

家
族
を
は
じ
め
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
同
窓
吾
峰
会
の
益
々
の
ご

発
展
を
お
祈
り
し
、
卒
業
生
代

表
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

初澤学類長あいさつ

峯島会長あいさつ

先生と一緒にピース

万歳三唱

乾杯! ! クラス代表紹介

いつまでも仲良く 役員の皆様お疲れ様
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研
究
部
長　

熊
　
田
　
喜
　
宣

令
和
六
年
度
最
優
秀
賞
に

　
　
　
　
　
　

安
積
第
一
小
学
校

表
彰
式
の
開
催

　

令
和
六
年
度
同
窓
吾
峰
会
研

究
奨
励
事
業
最
優
秀
賞
受
賞
者

表
彰
式
は
、
令
和
七
年
一
月
二

十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
団
体
七
件
の
応
募

が
あ
り
、
人
間
発
達
文
化
学
類

に
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
審
査

委
員
会
（
数
学
教
育
、
経
済
地

理
学
、
彫
刻
、
授
業
研
究
、
教

育
行
政
学
、
理
科
教
育
学
を
専

門
と
す
る
教
員
六
名
で
構
成
）

で
審
査
の
結
果
、
郡
山
市
立
安

積
第
一
小
学
校
の
応
募
論
文
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
他
の
六

件
は
優
秀
賞
と
の
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
別
表
）

　

表
彰
式
に
お
い
て
、
峯
島
会

長
よ
り
安
積
第
一
小
学
校
鈴
木

喜
克
校
長
に
賞
状
並
び
に
副
賞

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
に
先
立
ち
、
審
査
委
員

長
の
安
田
俊
広
教
授
よ
り
審
査

の
経
過
と
結
果
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
安
積

第
一
小
学
校
の
研
究
で
は
、
ま

ず
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

全
校
的
な
研
究
組
織
を
構
築

し
、
ぶ
れ
な
い
工
夫
を
加
え
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
多
く
の
互
見
授
業
で
他
者

か
ら
の
学
び
を
大
切
に
し
、
共

通
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
よ
る
記
録

は
、
活
用
し
や
す
さ
を
工
夫
し

た
実
践
記
録
と
な
っ
て
い
る
こ

と
。
中
教
審
答
申
（
平
成
二
十

年
）
で
示
さ
れ
た
六
つ
の
観
点

と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
五
つ
の
教

育
機
能
に
着
目
し
た
う
え
で
、

実
践
に
よ
る
具
体
的
な
活
用
手

法
が
検
討
さ
れ
、
各
学
年
で
の

そ
の
整
理
と
子
ど
も
の
学
び
の

質
的
変
化
に
丁
寧
な
検
討
を
加

え
、
一
覧
化
し
た
点
は
今
後
の

実
践
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
手

立
て
の
効
果
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
定
量
的
な
検
討
を
加

え
、
学
級
単
位
の
分
析
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る

点
も
評
価
さ
れ
る
。

　

六
つ
の
観
点
の
う
ち
、
観
点

に
よ
っ
て
は
実
践
数
に
差
が
あ

り
、
今
後
の
実
践
に
お
い
て
さ

ら
に
深
め
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
研
究
の
客
観
性
を
よ
り

高
め
な
が
ら
、
よ
り
学
習
者
の

目
線
に
立
っ
た
分
析
を
加
え
た

研
究
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

　

幾
つ
か
の
課
題
は
あ
る
も
の

の
、
実
践
の
記
録
が
体
系
的
に

整
理
・
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
児

童
の
実
態
と
合
わ
せ
て
質
的
・

量
的
な
視
点
で
の
分
析
も
行
わ

れ
て
の
蓄
積
さ
れ
た
結
果
は
、

今
後
も
比
較
検
討
に
資
す
る

デ
ー
タ
と
判
断
で
き
、
他
校
へ

の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
点

も
多
く
最
優
秀
賞
と
判
断
し

た
、
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

次
い
で
、
初
澤
学
類
長
よ

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
が
得
意
の
先

生
だ
け
で
な
く
全
て
の
教
員
で

取
り
組
ん
で
い
る
点
を
特
に
評

価
し
た
い
。
他
の
先
生
、
他
の

学
校
に
波
及
で
き
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
の
で
大
い
に
発
信

し
続
け
て
欲
し
い
、
と
の
祝
辞

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

安
積
第
一
小
学
校
鈴
木
喜
克

校
長
か
ら
、
幅
広
い
年
齢
層
の

教
員
組
織
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の

上
、
そ
れ
が
必
須
の
時
代
に
ど

う
実
践
し
、
ど
う
子
ど
も
に
返

す
か
を
念
頭
に
研
究
を
進
め
て

き
た
が
、
最
大
の
成
果
が
学
び

合
う
集
団
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
、
と
の
謝
辞
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
な
お
、
同
校
研
究
主
任

の
丹
治
こ
ず
え
教
諭
も
同
席
さ

れ
ま
し
た
。

　

安
積
第
一
小
学
校
の
研
究
概

要
に
つ
い
て
は
、
本
会
報
の
他

に
人
間
発
達
文
化
学
類
附
属
学

校
臨
床
支
援
セ
ン
タ
ー
紀
要
に

も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
優
秀
賞
の
六
件
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
支
部
事
務
局

を
通
し
て
賞
状
と
副
賞
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
募
集
に
つ
い
て

　

本
年
度
も
本
事
業
は
継
続
し

て
実
施
致
し
ま
す
。
ご
不
明
の

点
は
本
部
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

時
折
審
査
期
間
中
に
応
募
物

の
返
却
依
頼
が
あ
り
ま
す
。
大

学
の
事
情
に
よ
り
、
結
果
が
出

る
の
は
年
末
と
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
返
却
希
望
が
予
想

さ
れ
る
時
は
、
コ
ピ
ー
し
て
お

く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
昭
41
卒　

福
島
支
部
）

研
究
奨
励
事
業

ク
ラ
ス
代
表
一
覧

ク
ラ
ス
代
表
一
覧

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

学
生
表
彰
者
一
覧

学
生
表
彰
者
一
覧

研究奨励事業表彰式

最優秀賞受賞

【令和６年度学生表彰者】（敬称略）

団　体
　＊混声合唱団　第76回全日本合唱コンクール東北支部大会　金賞
　＊男子ソフトボール部
　　第59回全日本大学ソフトボール大会　北海道・東北地区優勝
　＊女子硬式テニス部
　　全日本大学対抗テニス王座決定試合東北地区大会　優勝
　＊陸上競技部
　　男子　第75回東北地区大学体育大会　男子総合　優勝　他
　　女子　第75回東北地区大学体育大会　女子トラック総合　優勝　他

個　人
　＊文化、芸術の分野で優れた業績をあげた学生
　　伊藤　礼香（大学院）　第98回国展彫刻部　千野賞受賞

　＊スポーツの分野で優れた業績をあげた学生
　　小泉　宗士　利根川　輝　坂下　想太　藤野　夢　木幡　遙香
　　（陸上競技）

　＊優れた学業成績を収めた学生
　　人間発達文化学類　大内　暢女

コ ー ス 名 ・ 分 野 名

教 育 実 践

心理学・幼児教育（心理学）

心理学・幼児教育（幼児教育）

特 別 支 援・生 活 科 学

芸 術 ・ 表 現（ 音 楽 ）

芸 術 ・ 表 現（ 美 術 ）

人 文 科 学（ 国 語 ）

人 文 科 学（ 社 会 ）

人 文 科 学（ 英 語 ）

数 理 自 然 科 学

ス ポ ー ツ 健 康 科 学

氏 名

町田　聖馬

阿部　侑里

柴田　結衣

本田　瑞稀

福田　怜央

塩澤　紘明

後藤　萌音

織田　智也

大澤　澪奈

武田　　隼

羽染　太陽
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郡
山
市
立
安
積
第
一
小
学
校

校
長　

鈴
　
木
　
喜
　
克

豊
か
に
伝
え
合
い
、共
に
高
め
合
う
児
童
の
育
成

　
　

～
思
考
力・判
断
力・表
現
力
を
高
め
る
た
め
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
～

入賞作品・入賞者名
《最優秀賞》
◎豊かに伝え合い、共に高め合う児童の育成
　～思考力・判断力・表現力を高めるための
　　　　　　　　　　　タブレット端末の活用～
　　郡山支部　郡山市立安積第一小学校　代表　鈴木　喜克

《優秀賞》
◎「考えを深める算数科授業を目指して」
　～教師のコーディネートとしての発問をもとに～
　　南会津支部　南会津町立田島小学校　代表　栗木　孝直

◎やわらかな感性で、しなやかに学び合う子どもの育成
　～９つの力を育む教師の在り方～
　　福島支部　福島市立福島第三小学校　代表　齋藤　雅敏

◎対話的な造形活動を通し、つくりだす喜びを味わい、
　自分の思いを豊かに表現できる授業の展開　～発見～
　　いわき支部　いわき市立磐崎小学校　代表　粥塚　保則

◎学びを創る
　～「個で追究する力」を育む授業の創造～
　　郡山支部　郡山市立金透小学校　　　代表　嶋　　忠夫

◎学び続ける子どもを育む西田の教育
　～「たて」「よこ」のつながりがつむぎだす学び～
　（２年次）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
　　郡山支部　郡山市立西田学園　　　　代表　亀井　義弘

◎対話を通じて学びを深め・高め合う子どもを目指して
　（郡山市立明健小学校、同明健中学校、同行健第二小学校、
　同小泉小学校の４校による共同研究）
　　郡山支部　郡山市立明健小学校　　　代表　遠藤　洋一

・
会
報
「
吾
峰
」
第
１
５
５
号　
・
発
行
日
：
令
和
七
年
八
月
一
〇
日

・
発
行
者
：（
会
長
）野
崎
修
司　
・
編
集
委
員
長
：（
広
報
部
長
）佐
藤
秀
雄

編

後
集

記

　

会
員
の
皆
様
に
会
報
を
滞
り

な
く
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
、嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
号
を
企
画
し
、
私
た
ち
の

中
心
と
な
っ
て
進
め
て
き
て
く

だ
さ
っ
た
持
地
隆
一
編
集
委
員

長
が
急
逝
し
、
戸
惑
い
な
が
ら

の
編
集
作
業
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
何
と
か
編
集
委

員
長
が
示
し
た
方
針
に
基
づ
き

計
画
通
り
に
作
業
を
進
め
、
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
更
な
が
ら
編
集
委
員
長
の

功
績
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
原
稿
等
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
方
々
、
共
に
作
業
を

進
め
て
く
れ
た
編
集
委
員
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
会
員
の
皆
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
会
報

を
お
届
け
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

仲
間
た
ち
の

仲
間
た
ち
の

「
想
い
」

「
想
い
」

  

発
信
発
信

⇔⇔
受
信
受
信

会報「吾峰」の原稿や作品等の送り先

福島大学人間発達文化学類
� 同窓吾峰会
〒960-8103 福島市舟場町4-30
　 福島大学街なかブランチ舟場
　　　　　電 話 024-529-7081
　　　　　FAX 024-529-7082
Eメール gohou@ktd.biglobe.ne.jp

宛先・連絡先

　
「
学
生
歌
！
」、
つ
い
、
な
つ

か
し
さ
の
あ
ま
り
ペ
ン
を
と
り

「
吾
峰
」
に
投
書
し
ま
し
た
。

　
「
学
生
時
代
の
思
い
出
」も
投

書
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
、
２

通
と
も
載
っ
て
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
早
速
、
後
輩
か
ら

の
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
嬉
し

い
こ
と
で
し
た
。「
吾
峰
１
５

４
号
」
⑽
⑾
は
私
を
65
年
前
に

つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
、
藤
棚
コ
ー
ラ
ス

　

も
う
藤
棚
は
な
い
で
し
ょ
う

ね
。
ア
コ
を
弾
い
て
い
た
大
谷

君
元
気
か
な
。

　

２
、
仁
志
田
先
生

　

私
は
音
楽
科
指
導
法
を
４
年

生
の
時
に
と
り
ま
し
た
が
、
雨

の
降
る
日
の
授
業
、
４
年
生
で

た
だ
１
人
出
席
し
た
私
に
唯
一

優
を
く
れ
た
先
生
で
す
。
ほ
か

の
４
年
生
は
欠
席
し
た
よ
う
で

す
。
オ
ン
チ
の
私
に
と
っ
て
、

こ
の
優
は
輝
い
て
い
ま
す
。

　

３
、
佐
藤
徳
重
さ
ん

　
　
　
（
如
月
寮
歌
の
作
者
）

　

我
が
ふ
る
さ
と
浅
川
町
の
大

先
輩
で
す
。〝
お
れ
げ
の
息
子

は
チ
ン
ド
ン
屋
み
た
い
こ
と

や
っ
て
、「
先
生
」
に
な
れ
る

か
〟
と
母
親
を
悩
ま
し
た
が
、

先
生
に
な
っ
て
安
心
さ
せ
ま
し

た
。

　

こ
の
「
吾
峰
１
５
４
号
」
は
、

永
久
保
存
で
す
。
そ
し
て
、
年

寄
り
の
私
に
希
望
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
よ
き
「
吾
峰
」

を
作
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
ず
は
お
礼
ま
で
。（昭

35
卒
）

角
田
　
文
代

 

会
員
か
ら
の
便
り

最
優
秀
作
品
の
概
要

一
、
研
究
主
題
設
定
の
理
由

　

本
校
の
児
童
の
実
態
を
考
え

る
と
、
学
習
し
た
こ
と
を
自
分

の
言
葉
で
表
現
す
る
力
や
自
分

の
考
え
に
順
序
や
理
由
を
つ
け

て
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
力
、

学
習
し
た
こ
と
を
新
た
な
問
題

や
生
活
の
中
で
活
用
す
る
力
に

課
題
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
学

習
へ
の
興
味
・
関
心
や
学
力
に

個
人
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を
活

用
し
て
個
に
応
じ
た
指
導
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

た
。
社
会
の
在
り
方
が
大
き
く

変
わ
り
、
学
校
教
育
の
現
場
で

も
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
よ
る
新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
基
盤
と
し
た
先
端
技
術
等
の

効
果
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

持
続
可
能
な
教
育
活
動
の
実
践

も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
教
育

機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
児
童
の
「
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
」
の
育
成
に
つ
な

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
全

職
員
で
考
え
、
様
々
な
実
践
を

積
み
重
ね
、
そ
の
よ
さ
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
た
。

二
、
実
践
内
容

①
「
共
同
研
究
部
会
」
を
中
心

に
、
共
同
研
究
を
通
し
て
全

職
員
で
共
通
理
解
を
図
り
な

が
ら
実
践
を
進
め
た
。

②
原
則
と
し
て
毎
月
現
職
の
研

修
日
を
設
け
、
計
画
的
・
継

続
的
な
研
究
を
進
め
た
。

③
「
共
同
研
究
部
会
」「
学
力
向

上
部
会
」「
調
査
・
資
料
部

会
」
を
設
置
し
、
互
い
の
取

り
組
み
を
関
連
さ
せ
な
が
ら

研
究
を
推
進
し
た
。

④
一
人
一
授
業
の
授
業
実
践
を

行
い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
で
一
授

業
は
全
体
授
業
と
し
、
全
員

で
参
観
・
事
後
研
を
行
っ
た
。

⑤
研
究
の
ま
と
め
を
作
成
し
、

成
果
と
課
題
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
今
年
度
の
研
究

を
振
り
返
り
、
次
年
度
の
研

究
に
つ
な
げ
た
。

三
、
研
究
の
成
果
と
課
題

　

全
校
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集

計
す
る
と
、
全
て
の
項
目
に
お

い
て
第
１
回
目
よ
り
第
２
回
目

が
下
回
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
児
童
の
学
習
に
対
す

る
前
向
き
な
姿
勢
と
教
師
の
継

続
的
な
授
業
改
善
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
意
欲
を
も
た
せ
た
ま

ま
日
常
の
学
習
を
行
う
こ
と
が

で
き
て
い
る
結
果
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
日
常
的
な
活
用
の
表

れ
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
授
業

実
践
を
通
し
て
そ
の
有
用
性
が

見
え
て
き
た
の
で
、
そ
の
成
果

と
課
題
を
共
有
し
、
今
後
も
児

童
の
資
質
・
能
力
を
高
め
る
た

め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
き

た
い
。（

昭
63
卒　

郡
山
支
部
）
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